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裏面紹介  

◇日教組中央執行委員長メッセージ 

◇日政連議員メッセージ 
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志
水
ひ
と
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本年もよろしくお願い申し上げます  

あけましておめでとうございます －２０2２年度兵高教本部役員選挙について－ 
 

■選挙公示     1２月 1８日(土) 

■役職（定数）     

執行委員長(1) 執行副委員長(２) 書記長(1)  

書記次長(２) 執行委員(５) 監査委員(２)  

■立候補受付期間  １月４日(火)～１月１９日(水) 

■投票用紙の配布  １月２２日(土) 

■投票期間     ２月 １日(火)～2 月１６日(水) 

■不在者投票期間  １月２４日(月)～１月２８日(金) 

■支部選管に提出  ２月１７日(木) 

■本部選管に提出  ２月１８日(金) 午後 6 時まで 

■開票         ２月１８日(金) 午後 6 時半 

                     神戸市教育会館 

組合員のみなさま、あけましておめでとうございます。 

年頭にあたり、執行部を代表して新年のご挨拶を申し上げます。 
 

新型コロナウイルス感染症のパンデミックが始まり、２年が経とうとし

ています。ここしばらく小康状態が続いていますが、未だ収束が見通せ

る状況ではなく、予断を許しません。世界全体がこれまでに経験したこ

とのない異常な事態に巻き込まれ、今日の社会の様々な矛盾や課題

が顕在化しました。学校も例外ではなく、様々な思惑が交錯する中、子

どもたち、保護者、教職員は振り回され、疲弊しています。いくつかの分

会の協力を得て９月に実施した「高校生アンケート～パンデミック下の

１年半を振り返って～」には、高校生の素直な思いと切実な訴えが綴ら

れているとともに、厳しい状況下にあっても、前向きな気持ちで政治や

社会、大人たちの言動に対してまっとうな問題意識をもっている彼らの

姿がうかがえました。この高校生の思いを「自分たちが社会を変えて

いこう」という方向に持っていけるのか、「諦め、政治不信」を強めるだ

けに終わらせてしまうのか、大人、特に私たち教職員の責任の大きさを

痛感させられました。 
 

さて、年末のある学習会の場で、障害学を研究されている栗川治さ

ん（元新潟県高等学校教員・視覚障害当事者）のお話を聴く機会が

ありました。お話の中で「学校教育で計測・評価される『能力』は孤立

した『個人モデル』の能力であり、『自分のことは自分で』『他人に迷

惑をかけない』という規範が、自己責任論につながり、何か『できな

い』ことがあれば、自分を否定的に捉え、自己肯定感を低下させてし

まう」という指摘があり、あらためて考えさせられました。昨年１０月の兵

高教第３２次教研の記念講演で、三木幸美さんが「困難を抱えている

当事者自身が努力すること、がんばることを求める社会を変える必要

性」に言及されていたことも思い出しました。 

誰でも、多かれ少なかれ生きていく上での困難さは抱えています。

「他人に迷惑をかけない」ことが当然のように求められる社会では、人

は困ったことがあってもなかなか助けを求めることができず、一人でも

がき苦しみ、できない自分を責め、どうにもならないところまで追いつめ

られてしまい、場合によっては取り返しのつかない結果を招くことにもな

りかねません。 

「自立する」ということは、「他人の世話にならない」「何でも自分で

できる」ことではなく、「自己決定できる」ことであり、手伝ってもらうこと

や支援を受けることは自立を妨げるものではありません。どんな人でも

「何でも一人でできる」ということはあり得ず、むしろ依存先や頼れる

人・場所が多いほど「自立」して生きていけるのではないでしょうか。 

どんなに苦しくても、歯を食いしばって一人で耐え、自力で乗り越え

ていくことを求められる冷たい社会から、「困った時はお互いさま」「壁

にぶつかったら、周りの人たちも一緒に壁を取り除く努力や工夫をす

る」共生社会へと変えていくことが、今必要なのだと思います。そのため

には、私たちはまず、今の学校のあり方をあらためて見直し、学校の「当

たり前」を考え直すことから始めていきませんか。 
 

課題は山積していますが、社会を、学校をより良い方向へと変えてい

くために、一歩一歩着実にとりくみをすすめてまいりましょう。 

今年もよろしくお願いいたします。 

執行委員長  西村恭介 

 

社会を変える、学校を変える 

JTU-HYOGO 

兵庫高等学校教職員組合 

日本教職員組合(日教組) 
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現業職員部学習会 

 

兵庫県の学校現業職員の果たしてきた役割や兵高教現業職員部の

３０年余りのとりくみについて学習し、力を合わせて現下の厳しい状況に

立ち向かいましょう！ 教員の方もぜひご参加ください。 
 

１月１５日(土) 1３:３0～1５:00  神戸市教育会館 ５階 
 

★職場署名にもぜひご協力ください（各分会へ郵送済）。 
   

 

日
教
組
中
央
執
行
委
員
長 

２
０
２
２
年
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 
兵
庫
高
等
学
校
教
職
員
組
合
の
皆
さ
ま
、あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
日
本
の
社
会
や
経
済
、
就
職

活
動
や
入
試
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
登
校
そ
の
も
の

を
控
え
る
子
ど
も
や
給
食
時
間
短
縮
、オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
併
用
に
よ
る
分
散
登
校
な
ど
様
々
な
状
況
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
感
染
症
対
応
の
最
前
線
と
な
る

公
立
学
校
共
済
組
合
の
直
営
病
院
で
働
く
公
立
連
合

の
仲
間
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

日
教
組
は
、こ
の
５
年
余
り
の
時
間
を
か
け
て
、
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
推
進
し「
給
特
法
の
改
正
」
を

実
現
さ
せ
ま
し
た
。ま
た
、
40
年
ぶ
り
の
義
務
標
準
法
の

改
正
に
よ
り
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
35
人
学
級
が
実

現
し
ま
す
。
今
年
は
、教
育
現
場
に
大
き
な
負
担
を
強
い

て
き
た
教
員
免
許
更
新
制
が
廃
止
の
方
向
で
法
改
正

が
す
す
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
成
果
は
、
分
会
の

組
合
員
と
支
部
・
単
組
の
運
動
の
積
み
重
ね
で
す
。 

私
た
ち
は
、
今
後
と
も
日
政
連
議
員
・
推
薦
議
員
と
の

関
係
を
強
化
し
、
政
策
実
現
に
と
り
く
ん
で
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
比
例

代
表
候
補
予
定
者
の「
古
賀
ち
か
げ
」
さ
ん
と
愛
知
県

選
挙
区
の「
斉
藤
よ
し
た
か
」
参
議
院
議
員
の
勝
利
に
む

け
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
引
き
続
き
、積
極
的
に
政
治
に
参
画
し
て
い
く
必
要

性
を
、
組
合
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
仲
間
に
訴
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。  

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
平
和
で
民
主
的
な
社
会
を

引
き
継
ぐ
た
め
、 

憲
法
・
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
の

も
と
教
育
改
革
を
展
開
し
、と
り
く
み
を
強
化
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 
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本
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員
組
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執
行
委
員
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清
水 

秀
行 

教
職
員
の
み
な
さ
ま
が 

働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に 

 

兵
庫
高
等
学
校
教
職
員
組
合
の
み
な
さ
ま
、あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
々
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ご

尽
力
さ
れ
て
い
る
教
職
員
の
方
々
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（covid

-19

）の
完
全
収

束
が
見
通
せ
な
い
な
か
、
昨
年
は
学
校
現
場
に
お
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
ご
努
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
分
散
登
校
の

対
応
や
校
内
の
徹
底
し
た
消
毒
な
ど
の
感
染
症
対
策
は
、

現
場
の
ご
奮
闘
が
な
け
れ
ば
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。こ

こ
に
改
め
て
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本

年
も
健
康
に
ご
留
意
の
上
、ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

昨
年
３
月
に
成
立
し
た
改
正
義
務
標
準
法
に
よ
り
、
公

立
小
学
校
の「
35
人
学
級
」
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
実
に
約
40
年
ぶ
り
と
な
る
学
級
編
成
の
一
律
引
き
下

げ
に
よ
っ
て
、よ
り
き
め
細
か
な
指
導
が
可
能
と
な
り
ま
す

が
、そ
の
た
め
に
は
教
職
員
の
定
数
拡
充
が
不
可
欠
で
す
。

教
員
免
許
更
新
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
方
針
と
な
り
、
改
善

の
き
ざ
し
が
あ
る
一
方
で
、教
職
員
の
業
務
負
担
を
減
ら
す

施
策
は
後
手
に
回
っ
て
い
ま
す
。と
り
わ
け
教
員
免
許
更
新

制
廃
止
に
伴
い
、
新
た
な
研
修
が
教
職
員
に
課
さ
れ
る
よ

う
で
は
、こ
の
間
進
め
て
き
た
教
職
員
の「
働
き
方
改
革
」と

は
逆
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

政
府
・
与
党
に
対
し
て
は
教
育
現
場
へ
の
手
厚
い
支
援
を

引
き
続
き
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
１
月
に

開
会
さ
れ
る
通
常
国
会
で
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
日
政
連
議
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
取
り
組
み
を
続
け

て
参
り
ま
す
。 

本
年
も
教
職
員
の
み
な
さ
ま
が
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
た
め
に
、が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

日
政
連 

 

参
議
院
議
員 

 

水
岡 

俊
一 

 

日政連・第 26回参議院議員選挙候補予定者 

平
和
と
民
主
教
育
確
立
の
た
め
に 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

日
頃
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
指
導
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。 

昨
年
の
衆
院
選
で
は
残
念
な
が
ら
議
席
を
減

ら
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
に
は
多
大

な
る
ご
支
援
を
頂
き
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
明
け
暮
れ
た
一
年

と
な
り
ま
し
た
。
学
校
現
場
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

は
、多
忙
極
ま
る
中
で
の
教
育
活
動
に
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
通
常
国
会
で
は
、
教
員
免
許
更
新
制
度

の
廃
止
に
向
け
た
法
案
が
提
出
さ
れ
る
予
定
で

す
。
文
科
省
に
は
こ
の
悪
法
の
徹
底
し
た
総
括
、

今
後
の
と
り
く
み
の
説
明
責
任
を
し
っ
か
り
と
果

た
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

私
事
で
す
が
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
の

下
、３
期
18
年
間
、
参
議
院
議
員
と
し
て
務
め

ら
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

古
賀
ち
か
げ
さ
ん
が
私
の
後
継
と
し
て
比
例
代

表
で
立
候
補
予
定
で
す
。
平
和
憲
法
維
持
・
民

主
教
育
の
確
立
・
女
性
参
画
推
進
の
実
現
の
た
め

に
勝
利
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

日
政
連 

 

参
議
院
議
員 

 

那
谷
屋 

正
義 


